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『都城制研 究(8)』 発刊 にあた って

奈 良女子大学古代学学術研究センターは、奈良女子大学21世 紀COEプ ログラム 「古代

日本形成の特質解明の研究教育拠点」(2004～2008年 度)で 行ってきた古代都城制研究を、

引き継いで実施 しています。その活動の一環 として、2006年 度か ら都城制研究集会を毎年

開催 してきま した。本書 『都城制研究(8)』は、2013年2月5日 に行 った第7回 都城制研究

集会の内容 を報告す るものです。同研究集会は、都城制研究会(「 大阪上町大地の総合的

研究一束アジア史における都市の誕生 ・成長 ・再生の一類型 一」研究代表:脇 田修)と 科

学研究費補助金基盤研究(B)「 古代都城 ・都市 をめ ぐる環境論」(研究代表者:舘 野和己)の

2つ の研究 グループ と共同で開催 しま した。

第7回 都城制研究集会 のテーマは、 「古代都城 と寺社」で した。律令制下では、都城を

守 るのは五衛府のよ うな物理 的な武力のみではあ りませんで した。た とえば藤原京の左京

には大官大寺が、そ して右京 には薬師寺が天皇 ・国家 によって造営 され、平城遷都 にあた

って も、 この両寺はほぼその位置を踏襲 して新都 に移 され、奈良の大安寺 と薬師寺 とな り

ま した。 このことに象徴 され るよ うに、国家は都城 に寺院を造営 し、いわゆる鎮護 国家の

仏教によって、都城そ して国家の安寧 を祈願 しま した。国家 は、都城 とそこに基盤 を置 く

天皇権力の安寧 ・永続 を願 うための宗教的装置を準備 したのです。

それ ならば、それ らは どの ように成立 し、いかなる様相 ・特徴を示 したので しょ う。 こ

うした問題 関心か ら、第6回 都城制研究集会は 「古代都城をめぐる信仰形態」 と題 して、

中国や平泉 も視野に入れ なが ら、古代都城 とい う場をめぐる信仰 の諸形態 を総体的に検討

した ところです。 しか し1度 のシンポジウムで、全てを明らかにす ることは無理です。

そ こで今 回も同 じ問題意識 の上に立って、仏教信仰 と神祇信仰 に絞って検討 を加 えま し

た。但 し、都城には基本的に神社 は置かれなかったため、議論の中心は前者 とな りま した。

そ して前回は十分 に取 り上げ られなかった、各都城遺跡 における発掘調査の成果 を踏ま え

なが ら、議論 を行 うことにしま した。具体的には、難波宮 ・大津宮 ・平城京 ・長岡京 ・平

安京 、それ に大宰府 を検討対象 として、各都城 ・都 市遺跡で調査にあたってお られる方々

にご報告いただき、議論 を深 めた ところです。本書に収 めた8本 の論文は、その時の報告

原稿 を元に、さらに加筆修正 していただいた ものです。 当 日ご報告いただき、また貴重な

論考をお寄せいただいた諸氏 に篤 く御礼 申し上げます。

今後 も東 アジアにおける古代都城制の研究を深 めるべ く、都城制研 究集会を継続 してい

く所存です。皆様方のご理解 ・ご協力を賜 ります よ う、お願い 申し上げます。
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